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平成２３年度 第２回 国立大学法人鹿屋体育大学経営協議会 議事要旨 

 

 

１．日  時   平成２３年１０月７日（金） １４時００分 ～ １５時００分 

 

２．場  所   鹿屋体育大学 管理棟２階「大会議室」 

         東京サテライトキャンパス「講義室」 

 

３．出 席 者  〔学内委員〕福永、小見、松下、倉田、黒川の各委員 

〔学外委員〕上治、岡崎の各委員 

         

４．列 席 者   飯田、富岡の各監事、西薗附属図書館長 

川西、齊藤、志村の各学長補佐 

 

５．内  容  

（質疑の○は学外委員の発言を、●は学内委員及び学内者の発言を示す。以下同じ） 

 

１）前回議事要旨確認 

平成 23 年度第 1回経営協議会の議事要旨（案）について確定された。（資料１） 

 

２）審議事項 

 (1) 平成 23 年度国立大学法人鹿屋体育大学補正予算について（資料２） 

黒川委員から配付資料に基づき、平成 23 年度鹿屋体育大学補正予算(案)について、予算残見込額 

15,363 千円及び予備費充当額 33,619 千円を、授業料等免除実施に伴う収入の減額 12,338 千円に充

当すること、戦略的経費 13,370 千円(全学的な設備更新・施設修繕等)、共通経費 12,920 千円（全

学的な施設の修繕等）、一般管理費 4,933 千円（当初計画変更による増）及び業務経費 5,421 千円

（老朽化機器等の更新等）を支出に計上すること、並びに予備費として 16,381 千円を留保するこ

と等の説明があり、審議の結果、原案のとおり了承された。 

 

(2) 国立大学法人鹿屋体育大学職員給与支給細則の一部改正について（資料３） 

      黒川委員から配付資料に基づき、学内共同教育研究施設の長等へ特別勤務手当を支給することと

する「国立大学法人鹿屋体育大学職員給与支給細則」の一部改正について説明があり、審議の結果、

原案のとおり了承された。  

 

３）報告事項 

(1) 平成 24 年度概算要求について(資料５) 

  黒川委員から配付資料に基づき、本学関係の特別経費概算要求事項（運営費交付金対象事業）と

して、継続３件（「動ける日本人育成をめざした『NIFS みんなの貯筋研究プロジェクト』」、「サテラ
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イトキャンパスを基点とした大学院産学連携教育プログラムの開発」、「診断力と処方力に基づくコ

ーチング力の養成－スポーツの実践的指導力を高める教育プログラム－」）、新規１件（「学校教育で

実践可能な学習能力向上を促す運動プログラムの開発」）、更新１件（「グローカル支援語学学習シス

テム」）及び就職指導体制支援分（就職相談員を配置するための経費）、並びに施設整備概算要求・

要望事項（施設整備費補助金）として１件（「ライフライン再生（空調改修）」）が文部科学省から財

務省へ提出された旨の報告があった。 

 また、概算要求・要望額算定の考え方として、一般運営費交付金のその他教育研究経費について

は大学改革促進係数を乗じた額であること、平成 22 年度予算において措置された評価反映分につい

ては同額を平成 24 年度概算要求時に減算すること、概算要求・要望の構成及び概要として、運営費

交付金は対前年度比プラス１９９億円となっているが大学の基盤的経費である一般運営費交付金は

前年から減額となっていること等の説明があった。 

 

(2) 平成 23 年人事院勧告について(資料８) 

  黒川委員から配付資料に基づき、平成 23 年人事院勧告に基づく国家公務員の給与勧告について報

告があった。 

なお、国家公務員の給与法が改正された場合には、本学も然るべき対応をしていく旨の説明があ

った。 

 

４）学内外の諸情勢について（資料６） 

  事務局（学生サービス課長）から配付資料に基づき、本年 6月から 9月における学生の競技成績の

報告があった。 

 

  ○：国際大会については、開催地を表示してほしい。 

●：次回からはそのように対応する。 

 

  次に、松下委員から配付資料に基づき、平成 24 年度からの大学院体育学研究科（修士課程）秋季入

学（10 月入学）を廃止したことの報告があった。 

 

  続いて、黒川委員から配付資料に基づき、9月 24 日に開学三十周年記念事業を実施したことの報告

があった。 

 

  続いて、川西学長補佐から配付資料に基づき、9 月 25 日から 27 日まで、本学を会場として日本体

育学会第 62 回大会を実施したことの報告があった。 

  

  ○：今夏、電力会社から節電要請があったと思われるが、節電目標は達成できたか。  

  ●：節電義務の数値はなかったが、本学を管轄区域とする九州電力から節電要請があり、節電に努 

めた結果、7月（8月以降は集計中）の対前年比使用量は約マイナス７％を達成した。 
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５）その他 

 (1) 平成 23 年度経営協議会の開催予定について（資料７） 

   事務局（企画・評価室長）から配付資料に基づき、今年度の経営協議会開催日程について、第 3

回は平成 24 年 1 月 16 日（月）、第 4回は 3月 16 日（金）に予定していること、開催場所について

は変更になる場合もある旨の説明があった。 

 

 (2) その他 

  ●：経営協議会の学外委員に、新たに地元関係者として鹿屋市関係者に就任していただくことを検 

討しているがご意見はないか。 

  ○：異議なし。  

  ●：異議なし。 

  ●：異議がないようなので、そのような方向で検討を進めていく。  

 

  ●：参考資料４の概算要求・要望のポイントにスポーツ関係予算が計上されているが、本学に関係 

するものはないか。 

  ●：何件か関係する事業が含まれている。  

○：例えばマルチサポートによるメダル獲得プロジェクトは、今年度はほとんどの予算が筑波大学 

に配分されているが、鹿屋体育大学でも実施可能だと思われる施設もあるが、如何か。 

 ●：本学の特色であるセーリング関係の施設について協力を依頼されている。機会があれば、手を 

挙げて直接的にプロジェクトに取り組みたい。 

 

   

 

      

                                        以上 


